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徳島県鳴門市北灘町折野産の種苗を用いた養殖ヒジキの記録的生長
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Growth of Sargassum fusiforme cultivated using seedlings derived
from Orino on the coast of Kitanada, Naruto, Tokushima Prefecture
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  We investigated the growth of Sargassum fusiforme cultivated using the seedlings derived from Orino, on the coast of Kitanada, Naruto,
Tokushima Prefecture. An experimental cultivation of S. fusiforme using seedlings from natural seeding on the coast of Orino, was carried
out off Abu on the Pacific coast of Tokushima Prefecture from Dec. 7, 2009 to May 6, 2010. Mean length of the 10 longest main branches
of S. fusiforme on May 6, 2010, cultivated off Abu along the inner side of the offshore breakwater sheltered from the waves , was 260.3
(215-353) cm. In contrast, length of the natural S. fusiforme plants at the natural seedling site in Orino on May 13, 2009 was less than 1m.
These results indicate the growth potential of S. fusiforme seedlings of Orino by cultivation in suitable environmental conditions.
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用いて養殖したヒジキが平均主枝長で2 m前後に生長し
たことに着目し，再度試験結果について精査した。その

結果，採苗地点の天然ヒジキ群落の藻体は比較的小型で

あるにもかかわらず，そこから得られた種苗を徳島県南

部の海部郡美波町阿部地先で養殖したヒジキの主枝長

は，大型10本の平均値では2.5 mを超えていたことが新た
に判明した。この結果はヒジキの生長に関する報告例の

中では最大級であることから，今後のヒジキの増養殖に

おける1つの可能性を示す記録として報告したい。

材料と方法

　養殖試験に用いた種苗は，鳴門市北灘町折野地先のク
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Fig. 1   Map showing the natural seeding site (a) and the cultivation site (b) of Sargassum fusiforme in Tokushima Prefecture.
★: Natural seeding site (Orino, Kitanada Town, Naruto City), ●: Cultivation site (Abu, Minami Town, Kaifu District).

　筆者らは徳島県沿岸において，有用種ヒジキSargas-

sum fusiformeの増養殖に関する調査研究を継続している

（棚田ら 2003，中西 2012，中西，團 2012）。これまで
の研究によって，徳島県南部の大平洋沿岸に自生するヒ

ジキは藻体が小型であるのに対し（中西 2012，中西，
團 2012），徳島県北部の鳴門市北灘町折野地先の離岸
堤に自生するヒジキは大型に生長することが明らかに

なっている（棚田ら 2003）。
　一方，中西，團（2 0 1 2）は，鳴門市北灘町沿岸の折
野地先と櫛木地先の2地点で天然採苗によって得られた
異なる種苗を用いて養殖試験を実施し，その結果の概

要を報告している。筆者らはそのうち折野産の種苗を
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Photo. 2   Long length plants of Sargassum fusiforme on the
cultivation rope on May 6, 2010 cultivated off Abu fishing port
along the inner side of the offshore breakwater sheltered from
the waves , using seedlings from Orino on the coast of
Kitanada, Naruto, Tokushima Prefecture.
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ルマエビ中間育成施設に隣接する石積護岸に形成された

天然ヒジキ群落（Photo. 1）の周辺（Fig. 1-a）で，2009年
6月22日から天然採苗および育苗（中西，團 2012）して
得たものである。この石積護岸に自生するヒジキについ

ては，当時藻体の長さを測定していなかったため，2009
年5月13日の写真（Photo. 1）をもとに2018年3月17日に実
施した現地調査から当時のヒジキの藻長を推定した。す

なわち，2009年5月13日の写真撮影時刻における水面の
位置と潮位およびヒジキ藻体の長さの関係について，

2018年3月17日に同一地点で確認した海藻類の藻長や生
育水深，石積護岸の自然石のサイズなどから現地で検証

した。

　養殖試験は，徳島県南部の海部郡美波町沿岸に位置す

る阿部漁港沖防波堤の内側（Fig. 1-b）で実施した。15 m
の養殖ロープ（直径12 mm）に，平均主枝長10.7 cmの種
苗を1か所につき主枝が3～5本になるように5 cm間隔で
挟み込み，水平筏式の養殖筏で2009年12月7日から養殖
を開始した（中西，團 2012）。その後，2010年1月，2
月，4 月にヒジキの主枝長を船上で測定した。測定は，

ロープ上に5 cm間隔で形成されたヒジキの集塊の中から
16集塊以上選び，各集塊の中で最も長い主枝の長さを測
定することでその集塊の最大主枝長とした。各集塊の最

大主枝長のなかから上位10本を選び，その平均値を求め
た。2010年5月6日にヒジキをロープごと収穫し，ロープ
上に形成された任意の30集塊について，上記と同様の方
法で主枝の長さを測定し，平均値を求めた。

結果

　天然採苗場所である鳴門市北灘町折野地先の石積護岸

に自生するヒジキの2 0 0 9年5月1 3日における推定藻長
は，大型のものでも80～90 cmで1 m には達していなかっ
た。

　海部郡美波町阿部地先での養殖期間中における試験地

の表層水温とヒジキの最大主枝長の平均値をTable 1に示
した。ヒジキの平均主枝長は，水温が12.3℃まで低下し
た2010年1月25日には36.2 cm，2月23日には49.7 cmと冬季
は緩やかに伸長した。しかし，水温が16℃台に上昇した
4月15日に150 cmを超え，水温17.8℃の5月6日には260.3
cmと急激に伸長した（Table 1, Photo. 2）。なお，5月6日
に測定した主枝30本全体の平均値は194.9 cmであり（中
西，團 2012），このうち上位20本の平均値は228.7 cmで
あった。また，上位10本の主枝のうち，5本は250 cm以
上で，最大値は353 cmであった（Table 1）。

考察

　ヒジキの生長に関しては，国内外各地で古くから数多

くの報告がある（e.g.，片田 1940，寺脇 1985，Lee and
Kamura 1997，Zou et al. 2006，Yoshida and Shimabukuro

Table 1   Growth of Sargassum fusiforme cultivated off Abu
on the Pacific coast of Tokushima Prefecture from Dec. 7,
2009 to May 6, 2010, using seedlings from Orino, on the coast
of Kitanada, Naruto, Tokushima Prefecture.

Photo. 1   Sargassum fusiforme bed at the natural seedling site
in Orino, on the coast of Kitanada, Naruto, Tokushima
Prefecture, on May 13, 2009.

40 cm

Length of main branch※

(cm)

Jan. 25, 2010 12.3 36.2 (25–45)  
Feb. 23, 2010 14.3 49.7 (35–68)  
Apr. 15, 2010 16.2 157.6 (130–193)
May   6, 2010 17.8 260.3 (215–353)

※Data are given as average values (range) of the 10 longest main branches.

Date
Water

temperature
(°C)
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2017）。これらの報告のうち，藻長あるいは全長の平均
値で1 mを超える事例としては，天然では，長崎県対馬
で3月29日に129 cm (n=10)および最大値144 cm（四井ら
1996），広島県佐伯郡大野町で6月に132 cm (n=10)（寺
脇 2001），山口県屋代島で夏に126 cm (n=10)（内村ら
2003），徳島県鳴門市折野で180 cm (n=10)および最大値
269 cm（棚田ら 2003），大分県国東市で5月下旬に150
cm（伊藤ら 2008），養殖では，大分県国東市で5月下旬
に131.8 cm (n=20)（伊藤ら 2008），大分県中津市で5月
12日に140 cm (n=10)（伊藤 2013），徳島県鳴門市小鳴
門海峡で103.8 cm (n=50)（中西，團 2012）など，測定時
期や標本数に差はあるものの，徳島県折野の事例を除く

と平均値では最大でも150 cmまでとなっている。本研究
の徳島県美波町阿部地先での養殖ヒジキにおける2010年
5月6日の平均主枝長260.3 cmおよび最大値353 cmは，筆
者らの調べた範囲ではヒジキの生長に関する最大の記録

と思われる。

　天然ヒジキでは，前述の徳島県折野での藻長の平均値

180 cmおよび最大値269 cm（棚田ら 2003）が最大の記録
と考えられるが，本研究で養殖に用いた種苗も同じく鳴

門市折野産であった。今回の養殖試験に用いた種苗は，

折野地先の石積護岸に形成されたヒジキ群落周辺で天然

採苗して得られたものである。筆者らがこれまで観察し

た範囲では，この石積護岸の天然ヒジキは例年大型には

生長せず，天然採苗を行う前の2009年5月13日に現地で
確認した際もヒジキの藻長は長いものでも1 mに達して
いなかった（Photo. 1）。ところが，この場所で天然採
苗して得られた種苗を阿部地先の海面で養殖したとこ

ろ，1年後の2010年5月6日に平均主枝長で260.3 cmとな
り，親藻と考えられる石積護岸の天然ヒジキの前年5月
における藻長の実に2 . 5倍以上に生長した。この現象は
ヒジキの増養殖における1つの可能性を示す事例として
非常に興味深い。

　一方，筆者らは，石積護岸の天然ヒジキを確認した

Photo. 3   Sargassum fusiforme bed on the gate of prawn
culture pond next to the natural seedling site in Orino, on the
coast of Kitanada, Naruto, on May 13, 2009.

220 cm

2009年5月13日の同時刻に，石積護岸に隣接するクルマ
エビ中間育成施設の水門部（Fig. 1-a）においても天然ヒ
ジキ群落を確認している。この水門部に生育するヒジキ

は，石積護岸のヒジキよりも明瞭に大きく生長していた

（Photo. 1, 3）。隣接する水門部と石積護岸でヒジキの生
育に大きな差が生じた要因については今後精査する必要

があるが，両者の地形環境が異なっていることに起因し

ている可能性が考えられる。水門部のヒジキは，離岸堤

に加え，中間育成施設の構造物によっても北西の季節風

による風浪が遮られる生育環境にある（Fig. 1-a）。過去
に折野地先で大型ヒジキの群落が確認された場所も（棚

田ら 2003），本研究で養殖試験を実施した阿部地先の場
所も，離岸堤の内側あるいは背後に位置し，風浪が遮ら

れる立地環境にあった（Fig. 1-b，Photo. 2）。
　本研究では，瀬戸内海沿岸の折野地先で得た種苗を地

理的に離れた太平洋沿岸の阿部地先で養殖しており，親

藻の生育地と異なる海域で養殖したことがヒジキの生長

に何らかの影響を与えた可能性も否定できない。この点

については，折野地先と同じ鳴門市北灘町沿岸の櫛木地

先で天然採苗により得た種苗を用いて小鳴門海峡と阿部

地先で同時に養殖試験を実施した参考事例がある（中

西，團 2012）。この養殖試験の開始日は小鳴門海峡が12
月4日，阿部地先が本研究と同じ12月7日と大差はなかっ
たが，収穫時のヒジキの平均主枝長は小鳴門海峡が6 月
17日で103.8 cm (n=50)，阿部地先が5月6日で118.6 cm
(n=38)であった。両者で測定標本数が異なるため，本研
究と同様に上位10本の主枝長で平均値を求めると，小鳴
門海峡が169.1 cm，阿部地先が193.4 cmとなり，収穫時期
が1 か月以上早いにもかかわらず阿部地先で養殖したヒ
ジキのほうが大きく生長していた。この要因について

は，両海域で異なる水温や栄養塩環境（中西，團 2012）
だけでなく，前述の地形環境の違いなども複合的に影響

している可能性がある。従って，この試験結果をもって

鳴門と阿部の養殖漁場としての正確な評価はできない

が，少なくとも鳴門市北灘町産のヒジキ種苗を阿部地先

で養殖することの生長への悪影響はないものと考えられ

る。

　本研究で得られた結果および既往の知見を整理する

と，徳島県鳴門市北灘町折野地先に産するヒジキは全国

的にみても最大級の長さに生長する潜在的な能力を有し

ていることが示唆される。また，その能力は，風浪の影

響を直接受けない生育環境（片田 1940，四井ら 1986，
棚田ら 2003）や，藻体が海水中に浸かっている時間が長
いこと（中西，團 2012，伊藤 2013）など，ヒジキの生
長にとって好適である可能性が高い環境を付与すること

によって最大限に発揮できるのかもしれない。しかしな

がら折野産ヒジキの藻体が極めて大きく伸長する要因に

ついては，遺伝的な要素と生育環境の双方の影響を考慮

し，各地の報告事例も踏まえながら検証する必要がある
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と思われる。このため，今後も現地での調査や試験を継

続し，知見を集積することによってヒジキが大型に生長

する要因の解明に努めていきたい。

　ヒジキと同じ褐藻類のワカメUndaria pinnatifidaでは，

全国各地の天然ワカメから得られた種苗を同一漁場で養

殖すると，種苗によって生長や形態が大きく異なること

が報告されている（日下ら 2007，加藤，團 2010）。一
方，ヒジキでは養殖という手法が導入されてからの歴史

がまだ浅いこともあり，養殖技術の開発や種苗の確保に

関する研究（Pan et al. 2006，難波ら 2008，伊藤 2013）
に比べると，種苗の特性把握や優良種苗の開発に向けた

研究は進んでいない。しかしながら，国内のヒジキも遺

伝的に複数のグループに分類できることが最近の研究に

よって明らかになっており（堀内ら 2017），今後のヒ
ジキ養殖の発展に向けては，ワカメなどと同様に，養殖

漁場の環境により適応した種苗や，本研究で用いた折野

産種苗のように優れた生長を示す地域個体群を探索する

観点が重要であろう。
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